
　ノベルティ・こども創造
館で、おひなさまを題材
にし、職人さんと一緒に
鋳込み、絵付けをするノ
ベルティ体験や、白素地
にやきもの用の上絵具で

絵付けをする上絵付け
体験ができます。
　オリジナルのおひなさ
まをつくることができる
これらの体験は、こども
だけでなく大人にも好評
です。

　晴れ渡る青空のもと、パ
ルティせと周辺で消防出
初式が行われ、多くの家
族連れで賑わいました。

　式典の後、瀬戸川沿いでは效範小学校バトン部に
続き、消防署、消防団の行進、消防団によるはしご乗
り演技が披露され、観客から大きな拍手、歓声があ
がっていました。
はしご乗りの後、
瀬戸川に向かっ
て一斉放水が行
われ、パレードを
締めくくりまし
た。

　市役所で市長と新成人5人の懇談会
がありました。
　自己紹介で中村弥来さんは「成人式を

終え、多くの方に支えられて育ってきたと実感しました。これからは成人として
責任を持った行動をしなければならないと思いました。」と今後の抱負を語ってくれました。

　その後、瀬戸の印象やこれからの瀬戸に必要なものについて市長と意見交
換を行い、森丈祐さんは「市外の若者が普段から瀬戸に行きたくなるような
施設があるとよい。」と提言しました。
　市長は「若い人たちは瀬戸の一番の宝です。これからも瀬戸のまちづくりに
力を貸して頂きたい。」と話されました。
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「歴史文化基本構想」とは、
市内の地域資源の保存・活用を図り、これらの地域資源を
活かしたまちづくりを推進するための基本構想です。
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◀左から 伊藤市長  中村翔さん  中村弥来さん  福田舜さん  森丈祐さん  横山知哉さん

　吹きガラスで色付きコップを制作します。

3｜13●日  第1部　午前11時～正午　　　　　　　　第2部　午後0時30分～１時30分

場所／新世紀工芸館工房棟2階 ガラス工房
参加費／1,640円（体験当日にお支払いください。）
定員／各部4人(先着順)　対象／中学生以上　
【申込方法】2月28日（日）午前10時より電話でお申し込みください。
※１回につき、２人までお申し込みできます。
※作品は当日お持ち帰りできません。後日着払いでの郵送（別途箱代）または展示棟受付で引き渡しになります。
※たくさんの方に体験していただくため、平成27年4月以降のガラス体験に参加された方はキャンセル待ちでの
　受け付けになります。 

　瀬戸と美濃は、隣接するやきもの産地として、技術や人の交流が盛んであり、染付磁
器に関しても互いに影響し合い、その技を発展させてきました。今回は明治時代に制
作された瀬戸と美濃の染付磁器を展示し、その華やかで繊細な美を紹介します。

3｜28◯月  まで
場所／瀬戸染付工芸館　時間／午前10時～午後5時　入館料／無料
休館日／火曜　※祝日の場合は翌平日

Y瀬戸染付工芸館
☎89・6001みんなで語ろう  ～昔も今も すばらしい瀬戸～ Y文化課　☎84・1093

　「昔の瀬戸はこうだった（ほ～やげな）」、「今の瀬戸のここが素晴らしい」など、瀬戸の魅力を再発見し、地域資源の
保存や活用のアイデアをみんなで語り合いましょう！
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▶歴史文化基本構想ワークショップ

▶新世紀工芸館企画　ガラス体験

吹きガラスで色付きコップを作ろう！

▶瀬戸染付工芸館　企画展

瀬戸・美濃－明治染付の共演

桂蔵窯跡 現地説明会 Y文化課　☎84・1093

Y新世紀工芸館　☎97・1001

3｜5●土  午後１時～3時30分
場所／文化センター文化交流館 31会議室　参加費／無料　定員／100人※事前申込不要

2｜20●土  午後１時30分～2時30分
場所／西茨町桂蔵窯跡発掘調査現場（集合：文化センター北駐車場）
参加費／無料 ※事前申込不要
※来場者多数の場合は、少人数のグループに区切って現地をご案内します。

　中心市街地は、江戸時代には瀬戸村と呼ばれ、数多くの登り窯が築
かれていました。現在はその多くが滅失していますが、西茨町には桂
蔵組と絵図に書かれた場所に窯跡が残っています。現在、その保存状
況を確認する部分的な発掘調査中であり、現地説明会を行います。

第1部（午後1時～）

第2部（午後2時30分～）

内　容

地域資源の紹介・発表、語り部トークショー

ほ～やげな大交流会

ぞうけい

◆文化センターは、保守点検のため3/8（火）を臨時休館します。　文化センター　☎84・1811
◆瀬戸蔵は、保守点検のため2/22（月）全館休館（駐車場は利用可）します。　瀬戸蔵　☎97・1555

【プログラム】


